
は
じ
め
に

弥
生
時
代
の
倭
国
を
知
る
う
え
で
、『
魏
志
・
倭
人
伝
』
は
現
存
す
る
唯
一

ま
と
ま
っ
た
文
字
資
料
で
あ
る
。
倭
国
社
会
の
全
般
に
つ
い
て
記
録
す
る
点
に

注
目
す
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
出
土
資
料
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
古
代
史
の
学
界
で
『
魏
志
・
倭

人
伝
』
の
研
究
ブ
ー
ム
が
持
続
し
て
い
る
理
由
が
う
な
ず
け
る
。

『
魏
志
・
倭
人
伝
』
に
関
す
る
注
釈
書
、
研
究
書
、
概
説
書
な
ど
が
書
肆
に

氾
濫
す
る
ほ
ど
多
い
け
れ
ど
、
ま
だ
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
本
稿
は
『
魏
志
・
倭
人
伝
』
に
用
い
ら
れ
る
「
断
髪
」
と
「
被
髪
」

を
取
り
あ
げ
て
、
従
来
の
「
髪
を
き
る
」
と
「
髪
を
ふ
り
乱
す
」
の
解
釈
に
疑

問
を
呈
し
、
漢
語
形
成
史
の
角
度
か
ら
そ
の
語
源
と
意
味
を
追
究
し
、
弥
生
時

代
に
お
け
る
倭
人
風
俗
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
越
人
の
「
断
髪
」

『
魏
志
・
倭
人
伝
』
で
は
「
男
子
無
大
小
、
皆
黥
面
文
身
。
自
古
以
來
、
其

使
詣
中
國
、
皆
自
稱
大
夫
。（
男
子
は
大
小
と
な
く
、
皆
鯨
面
文
身
す
。
古
よ

り
以
来
、
そ
の
使
中
国
に
詣
る
や
、
皆
自
ら
大
夫
と
称
す
）」
に
つ
づ
い
て
、

中
国
越
族
の
風
習
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。
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一

弥
生
時
代
の
倭
人
風
俗
に
関
す
る
一
考
察

―
「
断
髪
」
と
「
被
髪
」
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
―

王
　
　
　
　
　
勇

（
平
成
16
年
9
月
30
日
　
提
出
）

弥
生
時
代
に
お
け
る
日
本
列
島
の
社
会
情
勢
を
知
る
た
め
に
は
、
考
古
資

料
に
頼
る
ほ
か
、
二
八
〇
年
ご
ろ
﹇
晋
﹈
陳
寿
の
撰
し
た
『
魏
志
・
倭
人
伝
』

は
も
っ
と
も
参
考
に
値
す
る
文
献
資
料
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

近
年
、
弥
生
時
代
に
関
す
る
研
究
は
、
考
古
学
の
新
発
見
と
『
魏
志
・
倭

人
伝
』
の
再
解
釈
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
進
展
を
成
し
遂
げ
て
き
た
。
考
古

資
料
と
し
て
は
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
発
掘
や
弥
生
土
器
に
文
字
ら
し
き
も
の

の
発
見
な
ど
は
は
る
か
に
学
問
の
領
域
を
超
え
て
、
社
会
的
な
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
て
い
る
。
文
献
資
料
と
し
て
は
、『
魏
志
・
倭
人
伝
』
は
関
連
の

書
籍
が
書
店
に
氾
濫
す
る
ほ
ど
文
字
通
り
「
百
家
争
鳴
」
の
盛
況
を
呈
し
、

一
つ
の
流
行
と
も
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
考
古
資
料
は
と
も
か
く
、『
魏
志
・
倭
人
伝
』
の
本
文
解
読

は
時
勢
に
流
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
『
三
国
志
』
に
含
ま
れ
る

『
魏
志
』
の
最
後
に
付
せ
ら
れ
た
「
倭
人
伝
」
を
、『
三
国
志
』
ま
た
は
『
魏

志
』
か
ら
切
り
離
し
て
無
限
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
す
る
雰
囲
気

が
感
じ
取
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
地
味
な
基
礎
研
究
が
軽
ん
じ
ら
れ
、
世
論

に
迎
合
す
る
言
論
が
も
て
は
や
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
魏
志
・
倭
人
伝
』
は
三
世
紀
ご
ろ
の
日
本
列
島
を
詳
し
く
記
録
し
て
い

る
点
に
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
執
筆

の
視
点
か
ら
文
中
の
用
語
ま
で
中
国
の
文
脈
の
な
か
に
お
い
て
考
察
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
「
断
髪
」
と
「
被
髪
」
の
二
語
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
陳
寿
の
持
つ
中
国
的
な
色
眼
鏡
に
映
し
出
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
倭
人
像

を
追
究
し
て
み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
魏
志
倭
人
伝
　
弥
生
時
代
　
断
髪
文
身
　
倭
人
風
俗
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夏
后
少
康
之
子
、
封
於
會
稽
、
斷
髮
文
身
、
以
避
蛟
龍
之
害
。

（
夏
后
少
康
の
子
、
会
稽
に
封
ぜ
ら
れ
、
断
髮
文
身
し
て
、
以
て
蛟
龍
の

害
を
避
く
。）

夏
后
は
国
号
の
こ
と
、
少
康
は
そ
の
六
代
目
の
王
、
そ
の
子
は
無
余
と
い
う
。

﹇
漢
﹈
趙

『

越
春
秋
』（
卷
四
）
に
は
、「
禹
以
下
六
世
而
得
帝
少
康
、
少

康
恐
禹
祭
之
絶
祀
、
乃
封
其
庶
子
於
越
、
號
曰
無
余
（
禹
よ
り
以
下
六
世
に
し

て
帝
少
康
を
得
た
り
。
少
康
、
禹
祭
の
祀
を
絶
つ
を
恐
れ
、
乃
ち
そ
の
庶
子
を

越
に
封
ぜ
、
号
し
て
無
余
と
い
う
）」
と
見
え
る
。
ま
た
﹇
漢
﹈
班
固
『
漢

書
・
地
理
志
』（
巻
二
十
八
上
）
は
越
の
風
俗
と
し
て
「
其
君
禹
後
帝
少
康
之

庶
子
。
云
封
於
會
稽
、
文
身
斷
髮
、
以
避
蛟
龍
之
害
（
そ
の
君
は
禹
後
の
帝
少

康
の
庶
子
な
り
。
會
稽
に
封
ぜ
ら
れ
、
文
身
斷
髮
し
、
以
て
蛟
龍
の
害
を
避
く
）」

と
記
し
て
い
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
断
髮
は
越
人
の
風
俗
と
し
て
、
上
古
の
無
余
に
ま
で
遡
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、「
蛟
龍
の
害
を
避
く
」
た
め
の
便
宜
策
か
ら
制
度
と
し
て

整
え
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
呉
越
同
舟
」
や
「
臥
薪
嘗
胆
」
な
ど
の
故

事
で
知
ら
れ
る
越
王
の
勾
践
（
句
践
と
も
書
く
）
そ
の
人
だ
っ
た
ら
し
い
。
勾

践
の
系
譜
は
、﹇
漢
﹈
司
馬
遷
『
史
記
・
越
王
勾
踐
』（
卷
四
十
一
）
に
は
、
こ

う
記
さ
れ
て
い
る
。

越
王
勾
踐
、
其
先
禹
之
苗
裔
、
而
夏
后
帝
少
康
之
庶
子
也
。
封
於
會
稽
、

以
奉
守
禹
之
祀
。
文
身
斷
髮
、
披
草

而
邑
焉
。
後
二
十
餘
世
、
至
於
允

常
。
…
…
允
常
卒
、
子
勾
踐
立
、
是
爲
越
王
。

（
越
王
勾
踐
、
そ
の
先
は
禹
の
苗
裔
、
而
し
て
夏
后
帝
少
康
の
庶
子
な
り
。

会
稽
に
封
ぜ
ら
れ
、
以
て
禹
の
祀
を
奉
守
す
。
文
身
斷
髮
し
て
、
草

を

披
き
て
邑
と
す
。
の
ち
二
十
余
世
、
允
常
に
至
る
。
…
…
允
常
卒
す
る
や
、

子
勾
踐
立
ち
、
こ
れ
越
王
な
り
。）

『
魏
志
・
倭
人
伝
』
は
、
越
人
の
「
断
髪
文
身
」
の
記
録
に
つ
づ
い
て
、

「
今
倭
水
人
好

没
捕
魚
蛤
、
文
身
亦
以
厭
大
魚
・
水
禽
、
後
稍
以
爲
飾
。（
今
、

倭
の
水
人
は
好
ん
で

没
し
て
魚
蛤
を
捕
え
、
文
身
し
亦
以
て
大
魚
・
水
禽
を

厭
う
。
後
や
や
以
て
飾
り
と
爲
す
。）」
と
述
べ
、
越
人
と
倭
人
が
同
じ
く
海
人

に
属
し
、
そ
の
風
習
が
頗
る
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
共
通
項
と
し

て
断
髪
文
身
の
こ
と
を
特
記
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、「
断
」
の
意
味

さ
て
、
断
髪
の
「
断
」
と
は
一
体
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、
こ
こ
で
関
連
の

用
例
を
調
べ
て
み
よ
う
。

会
稽
に
封
ぜ
ら
れ
た
夏
后
少
康
の
子
こ
と
無
余
に
さ
か
の
ぼ
る
越
人
の
断
髪

風
習
は
、
戦
国
時
代
に
隣
国
の
呉
と
激
し
く
対
立
す
る
越
王
の
勾
践
に
至
っ
て
、

制
度
と
し
て
定
着
し
た
。『
墨
子
・
貴
義
』（
卷
十
二
）
に
「
昔
者
、
越
王
句
踐

剪
髪
文
身
、
以
治
其
國
。（
昔
は
、
越
王
句
踐
は
剪
髪
文
身
し
て
、
以
て
そ
の

国
を
治
む
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
断
髪
の
こ
と
を
「
剪
髪
」
と
表
現
し
、
勾

践
は
こ
う
し
た
格
好
で
国
に
君
臨
し
て
い
る
と
い
う
。

越
人
の
断
髪
に
つ
い
て
、﹇
漢
﹈
班
固
『
漢
書
』（
卷
六
十
四
上
）
に
「
越
方

外
之
地
、

髮
文
身
之
民
也
。（
越
は
方
外
の
地
に
し
て
、

髮
文
身
の
民
な

り
）」
と
あ
り
、﹇
清
﹈

玉

『
別
雅
』（
卷
三
）
は
「

髪
、
剪
髪
也
…
…

皆
同
翦
。（

髪
は
剪
髪
な
り
…
…
皆
、
翦
に
同
じ
）」
と
し
た
上
で
、『
韓
非

子
・
用
人
篇
』『
魏
都
賦
』『
史
記
・
魯
世
家
』『
漢
書
・
韋
賢
傳
』
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
「

」「
鑽
」「

」
も
「
翦
」
と
同
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
同
書

は
さ
ら
に
『
廣
韻
』
を
引
用
し
て
、「
翦
、
截
也
。
俗
作
剪
。（
翦
は
截
な
り
。

俗
に
剪
に
作
る
）」
と
付
け
加
え
る
。

右
の
よ
う
に
、
断
髪
の
「
断
」
は
「

」「
鑽
」「

」「
翦
」「
截
」「
剪
」

と
同
義
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、『
魏
志
・
倭
人
伝
』
に
注

翦鬢

讚 擯

翦鬢

讚 擯 讚 劉

讚 劉

縉 拱

呉 奕

讚 劉

讚 劉

溟 抗 

溟 抗 

莢 來 

莢 來 

呉 奕

樺 爆

王　　　　　勇
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釈
を
施
す
日
本
の
研
究
者
は
、
こ
こ
の
「
断
髪
」
に
つ
い
て
、「
髪
を
た
つ
」

「
髪
を
き
る
」「
髪
を
そ
る
」「
髪
を
短
く
す
る
」
な
ど
と
解
釈
し
て
い
る
の
も
、

一
見
し
て
、
根
拠
な
き
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
か
ね

て
よ
り
こ
れ
ら
の
語
釈
に
大
き
な
疑
問
を
懐
く
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
断
髪

は
文
献
に
よ
っ
て
「
祝
髪
」
や
「
被
髮
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
ケ
ー
る
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

三
、「
被
髮
」
と
「
祝
髪
」

『
禮
記
・
王
制
』
に
「
東
方
曰
夷
、
被
髪
文
身
、
有
不
火
食
者
矣
。（
東
方

は
夷
と
い
い
、
被
髪
文
身
し
て
、
火
食
せ
ざ
る
者
あ
り
）
と
の
記
載
が
あ
る
。

つ
ま
り
、「
被
髪
文
身
」
は
夷
と
称
さ
れ
る
東
方
異
民
族
の
典
型
的
な
風
習
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
の
「
被
」
は
中
国
語
でbei

で
は
な
く

「pi

」
と
発
音
し
、「
披
」
に
通
じ
る
漢
字
で
あ
る
。
日
本
の
研
究
者
は
前
述
の

よ
う
に
、
こ
の
字
を
普
通
「
ふ
り
乱
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、「
夷
」
の
一
種
と
も
み
な
さ
れ
る
越
人
は
そ
の
姿
を
ど
う
描
か

れ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。『
史
記
・
趙
世
家
』（
卷
四
十
三
）
に
「
翦
髮
文

身
、
錯
臂
左
袵
、
甌
越
之
民
也
。（
翦
髮
文
身
に
し
て
、
錯
臂
左
袵
す
る
は
、

甌
越
の
民
な
り
）」
と
見
え
る
。
よ
く
引
か
れ
る
文
章
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ

き
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
、『
戰
國
策
』（
卷
十
九
）
は
「
被
髮
文
身
、
錯
臂
左
袵
、

甌
越
之
民
也
。（
被
髮
文
身
に
し
て
、
錯
臂
左
袵
す
る
は
、
甌
越
の
民
な
り
）」

と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
戰
國
策
』
は

右
文
に
対
し
て
、「
他
の
三
本
で
は
被
を
祝
に
作
る
」
と
い
う
﹇
漢
﹈

誘
の

注
を
引
い
て
い
る
。
祝
は
「
断
つ
」
と
「
編
む
」
の
二
義
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、﹇
明
﹈
楊
士
奇
ほ
か
『
歴
代
名
臣
奏
議
』（
卷
一
百
十
八
）、﹇
明
﹈

徐
元
太
『

林
』（
卷
一
百
三
）、﹇
明
﹈
馮

ほ
か
『
經
濟
類
編
』（
卷
十
三
）、

﹇
清
﹈
馬

『
繹
史
』（
卷
一
百
二
十
七
）、﹇
清
﹈
李

『
尚
史
』（
卷
六
十
九
）

で
は
「
被
髮
文
身
」
と
引
か
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
清
時
代
で
は

「
被
」
を
本
字
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
見
て
き
て
た
よ
う
に
、
越
人
の
風
習
と
み
な
さ
れ
る
「
翦
髮
」
は
「
被

髮
」
ま
た
は
「
祝
髪
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
「
翦
髮
」
イ

コ
ー
ル
「
断
髪
」
な
ら
ば
、「
断
髪
」
を
「
髪
を
き
る
」、「
被
髮
」
を
「
髪
を

ふ
り
乱
す
」
と
い
う
従
来
の
定
説
と
齟
齬
し
て
し
ま
う
。

四
、
呉
人
の
「
祝
髪
」

「
呉
越
同
舟
」
の
故
事
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
越
と
境
を
接
す
る
呉
の
風
習

は
ど
う
で
あ
る
か
、
次
に
見
て
み
よ
う
。

『
春
秋
穀
梁
傳
』
に
「
呉
夷
狄
之
國
也
、
祝
髪
文
身
。（
呉
は
夷
狄
の
国
な

り
。
祝
髪
文
身
す
）」
と
あ
る
。
た
だ
し
同
文
を
﹇
宋
﹈
陳
祥
道
『
禮
書
』（
卷

四
）、﹇
宋
﹈
馬
端
臨
『
文
獻
通
考
』（
卷
一
百
十
一
）
は
と
も
に
「
呉
夷
狄
之

國
也
、
被
髪
文
身
。（
呉
は
夷
狄
の
国
な
り
。
被
髪
文
身
す
）」
と
引
い
て
い

る
。話

は
や
や
逸
れ
る
が
、﹇
宋
﹈
李

ほ
か
『
太
平
御
覽
』（
卷
七
百
八
十
二
）

に
引
か
れ
た
『
魏
志
・
倭
人
伝
』
は
「
男
子
無
大
小
、
皆
黥
面
文
身
」
に
つ
づ

い
て
、「
聞
其
舊
語
自
謂
太
伯
之
後
（
そ
の
旧
語
を
聞
く
に
、
自
ら
太
伯
の
後

と
い
う
）」
と
見
え
る
。

太
伯
（
泰
伯
と
も
）
が
周
王
（
古
公
）
の
長
男
、
次
男
の
仲
雍
（
虞
仲
と
も
）

を
連
れ
て
、
華
夏
の
地
か
ら
辺
鄙
の
呉
に
逃
れ
た
こ
と
は
、『
史
記
』
な
ど
に

記
さ
れ
る
有
名
な
話
で
あ
る
。
呉
に
逃
れ
た
太
伯
は
土
俗
に
し
た
が
っ
て
断
髮

文
身
し
て
王
と
な
っ
た
。
こ
の
「
断
髮
」
は
文
献
に
よ
っ
て
「
翦
髪
」
ま
た
は

「
剪
髪
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
被
髮
」
と
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

﹇
宋
﹈
李

ほ
か
『
太
平
御
覽
』（
卷
五
百
七
十
一
）
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

肪 映

肪 映

諧 鍍

嘯 驪

猗 瑛

愉 喩

高 熕
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太
伯
與
虞
仲

去
、
被
髮
文
身
以
變
形
、
託
為
王
採
藥
。
後
聞
古
公
卒
、

乃
還
奔
喪
。
哭
於
門
外
、
示
夷
狄
之
人
、
不
得
入
王
庭
。

（
太
伯
と
虞
仲
は

に
去
り
、
被
髮
文
身
し
て
以
て
形
を
変
え
、
王
の
た

め
に
藥
を
採
る
を
託
く
。
後
に
古
公
卒
す
る
を
聞
き
、
乃
ち
還
り
て
奔
喪

す
。
門
外
に
於
い
て
哭
す
。
夷
狄
の
人
を
示
せ
ば
、
王
庭
に
入
る
を
得

ず
）

そ
の
ほ
か
、﹇
清
﹈
陸
隴
其
『
四
書
講
義
困
勉
録
』（
卷
十
一
）
も
「
泰
伯
…

…
與
仲
雍

逃
、
被
髮
文
身
、
示
不
可
用
。（
泰
伯
…
…
と
仲
雍
は

に
逃
れ
、

被
髮
文
身
し
て
、
用
う
べ
か
ら
ざ
る
を
示
す
）」
と
し
て
、「
被
髮
」
を
用
い
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
被
髮
」
は
「
祝
髪
」
ま
た
は
「
断
髮
」「
翦
髪
」「
剪
髪
」

な
ど
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
や
、﹇
漢
﹈

誘
は
『
淮

南
鴻
烈
解
』（
卷
一
）
の
「
被
髮
文
身
、
以
像
鱗
蟲
」
に
注
し
て
、「
被
、
翦
也
。

文
身
、
刻
畫
其
體
為
蛟
龍
之
状
、
以
入
水
蛟
龍
不
害
也
。
故
曰
以
像
鱗
蟲
。

（
被
は
翦
な
り
。
文
身
は
そ
の
体
を
刻
画
し
て
蛟
龍
の
状
と
為
し
、
以
て
入
水

し
て
蛟
龍
の
害
せ
ざ
る
な
り
）」
と
述
べ
る
。

五
、
男
子
の
「
露

」

『
魏
志
・
倭
人
伝
』
に
話
を
戻
そ
う
。
倭
人
の
男
子
に
つ
い
て
、「
男
子
皆

露

、
以
木
緜
招
頭
。（
男
子
は
み
な
露

し
、
木
緜
を
以
て
頭
を
招
る
）」
と

あ
る
。と

は
、
髪
を
束
ね
て
髻
と
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
髻
」
ま
た
は
「
結
」

と
同
じ
意
味
に
取
れ
る
。﹇
清
﹈
沈
自
南
『
藝
林

考
・
服
飾
篇
』（
卷
三
）
は

『
丹
鉛
録
』
を
引
い
て
、「

結
二
者
、
皆
髻
也
。（

と
結
の
二
つ
は
、
み
な

髻
な
り
）」
と
解
釈
す
る
。

露

は
「
露
頭
」「
魁
頭
」「
科
頭
」
と
も
い
う
。
た
と
え
ば
、﹇
宋
﹈
任
廣

『
書
敍
指
南
』（
卷
十
八
）
は
「
露
頭
曰
魁
頭
、
露

。（
露
頭
は
魁
頭
、
露

と
い
う
）」
と
説
明
す
る
。『
後
漢
書
・
韓
伝
』
の
「
魁
頭
」
に
つ
い
て
、﹇
唐
﹈

李
賢
は
「
髪
を
以
て

繞
し
科
結
を
成
す
を
謂
う
」
と
注
記
す
る
。
つ
ま
り
髻

の
ま
ま
で
冠
や
頭
巾
を
か
ぶ
ら
な
い
状
態
を
指
す
。

「
以
木
緜
招
頭
」
の
「
招
」
を
「
し
ば
る
」
と
訓
む
の
が
正
し
い
。
こ
こ
は

意
味
的
に
「
束
」
に
近
い
。
髪
を
し
ば
っ
て
髻
と
す
る
も
の
を
「

」
と
い
う
。

傍
証
と
し
て
、『
隋
書
・
倭
国
伝
』
は
『
魏
志
・
倭
人
伝
』
の
「
露

」
に
あ

た
る
部
分
を
「
頭
亦
無
冠
、
但
垂
髮
於
兩
耳
上
。（
頭
に
ま
た
冠
な
く
、
た
だ

髪
を
兩
耳
の
上
に
垂
る
る
の
み
）」
と
説
明
す
る
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、「
至
隋
、

其
王
始
制
冠
。（
隋
に
至
り
、
そ
の
王
、
始
め
て
冠
を
制
す
）」
と
も
記
し
て
い

る
。以

上
の
よ
う
に
、
倭
の
男
子
は
木
緜
で
髪
を
二
つ
に
束
ね
て

を
な
し
、
そ

れ
を
両
側
の
耳
の
上
に
垂
ら
す
格
好
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
冠
を

被
ら
な
い
で

を
露
出
し
て
い
る
た
め
、「
露

」
と
称
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
が
越
人
の
「
断
髪
」
と
同
一
視
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

六
、
婦
女
の
「
被
髮
屈

」

『
魏
志
・
倭
人
伝
』
は
女
性
の
服
飾
に
つ
い
て
「
婦
人
被
髮
屈

、
作
衣
如

單
被
、
穿
其
中
央
、
貫
頭
衣
之
。（
婦
人
は
被
髮
屈

し
、
衣
を
作
る
こ
と
単

被
の
如
く
、
そ
の
中
央
を
穿
ち
、
頭
を
貫
き
て
こ
れ
を
衣
る
）」
と
記
録
す
る
。

こ
の
被
髮
に
つ
い
て
、
佐
伯
有
清
氏
は
「
髪
を
結
ば
な
い
で
、
ふ
り
乱
し
、

冠
も
つ
け
な
い
こ
と
」
と
解
釈
す
る
。（
佐
伯
有
清
著
『
魏
志
倭
人
伝
を
読
む

上
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）

ま
た
屈

は

を
曲
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。﹇
唐
﹈
李
延
壽
『
北
史
・

倭

傳
』
は
『
魏
志
・
倭
人
伝
』
の
「
婦
人
被
髮
屈

」
に
相
当
す
る
部
分
を

畍 縊
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「
婦
人
束
髪
於
後
（
婦
人
は
髪
を
束
ね
て
後
に
す
）」
と
記
す
。
も
し
被
髮
を

「
髪
を
結
ば
な
い
で
、
ふ
り
乱
し
、
冠
も
つ
け
な
い
こ
と
」
と
す
れ
ば
、
屈

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
齟
齬
し
、
そ
も
そ
も
「
婦
人
被
髮
屈

」
と
あ
る
表
現

自
体
が
矛
盾
し
て
い
て
問
題
と
な
る
。

こ
こ
で
、
参
考
と
な
る
の
は
、﹇
唐
﹈
姚
思
廉
『
梁
書
・
倭
傳
』
に
「
風
俗

不
淫
、
男
女
皆
露

（
風
俗
は
淫
れ
ず
、
男
女
み
な
露

す
）」
と
あ
る
記
録

で
あ
る
。
右
文
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
倭
の
男
子
と
婦
女
は

を
両
耳
の
上
に
垂

ら
す
か
後
ろ
に
曲
げ
る
か
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、

を
露
出
す
る
点
で
一
致

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
露

」
と
「
屈

」
の
意
味
は
こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
「
断
髪
」
と
「
被
髮
」
の
意
味
に
つ
い
て

も
、
従
来
の
解
釈
を
今
一
度
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

七
、「
中
国
は
冠
笄
」

中
国
の
礼
制
で
は
、
男
子
が
成
年
す
る
と
冠
を
か
ぶ
り
、
女
子
が
成
年
す
る

と
笄
を
挿
す
。
そ
れ
を
「
加
冠
及
笄
」
と
い
う
。
冠
は
頭
髪
を
覆
う
も
の
、
笄

は
簪
に
類
似
す
る
も
の
で
髪
を
固
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
儀
礼
・
士
冠
礼
』

に
「
將
に
冠
す
る
者
は
采
衣
と

」、『
礼
記
・
内
則
』
に
「（
女
子
）
十
有
五

年
に
し
て
笄
す
」
と
あ
る
。﹇
明
﹈
朱
朝
瑛
『
讀
詩
畧
記
』（
卷
一
）
は
「
童
子

垂
髪
為
髦
、
至
長
而
束
髮
加
冠
。（
童
子
は
髪
を
垂
ら
し
て
髦
を
為
し
、
長
き

に
至
り
て
髮
を
束
ね
て
冠
を
加
う
）」
と
述
べ
る
。﹇
宋
﹈
司
馬
光
『
書
儀
』

（
卷
二
）
は
、
男
女
の
成
人
式
の
仕
来
り
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。

男
子
に
つ
い
て
は
、「
冠
儀
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
男
子
は
十
二
歳
か
ら
二
十
歳
に
か
け
て
、
冠
礼
を
行
な
う
。
そ
の
日
、

男
子
は
「
雙

、
袍
、
勒
帛
、
素
屐
」
の
姿
で
現
わ
れ
、
賓
客
は
櫛
で
二
つ

の

を
合
わ
せ
て
ま
と
め
、
そ
れ
に

頭
を
加
え
る
。
次
に
巾
を
著
け
る
。
次

に
帽
を
進
め
る
。
次
に

頭
を
加
え
る
。

女
子
に
つ
い
て
は
、「
笄
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
女
子
は
十
有
五
年
に
し
て
笄
を
加
え
る
。
そ
の
日
、
女
子
は
「
雙

、
襦
」

の
姿
で
現
わ
れ
、
賓
客
は
冠
お
よ
び
笄
を
加
え
、
賛
者
は
首
飾
を
施
す
。

男
子
の
「
双

」
に
つ
い
て
、「
童
子

似
刀
鐶
、
今
俗
所
謂

雙

也
。

（
童
子
の

は
刀
鐶
に
似
、
今
の
俗
に
所
謂
る

の
双

な
り
）」
と
の
注
記
が

あ
る
。
倭
人
男
子
の
「
頭
亦
無
冠
、
但
垂
髮
於
兩
耳
上
。（
頭
に
ま
た
冠
な
く
、

た
だ
髪
を
兩
耳
の
上
に
垂
る
る
の
み
）」（『
隋
書
・
倭
国
伝
』）
と
の
類
似
が
想

起
さ
れ
る
。
ま
た
女
子
の
「
笄
」
に
つ
い
て
も
、「
笄
如
今
朶
子
之
類
、
所
以

綴
冠
者
。（
笄
は
今
の
朶
子
の
類
の
如
く
、
所
以
に
冠
を
綴
る
）
と
注
記
が
つ

い
て
い
る
。

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幼
児
と
成
人
の
区
別
、
ま
た
は
礼
の
世
界
に
入

る
か
否
か
は
、
冠
か
笄
を
加
え
た
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
。﹇
清
﹈
呉
玉

『
別
雅
』（
卷
三
）
に
「
中
國
冠
笄
、
越
人

髪
（
中
国
は
冠
笄
、
越
人
は

髪
）」

と
あ
る
の
は
、
そ
れ
を
文
明
と
野
蛮
の
基
準
に
ま
で
広
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

八
、
越
と
梁
の
激
論

﹇
清
﹈
呉
玉

『
別
雅
』（
卷
三
）
は
中
国
の
「
冠
笄
」
と
越
人
の
「

髪
」

と
を
正
反
対
の
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

髪
は
「
断
髪
」
と

同
義
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
中
華
の
正
統
を
奉
じ
る
梁
と

辺
地
に
あ
っ
て
野
蛮
な
風
俗
に
染
ま
っ
た
越
と
の
間
に
、
衣
冠
制
度
を
め
ぐ
っ

て
論
争
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
﹇
漢
﹈
劉
向
『

苑
・
奉
使
』（
卷
十
二
）

に
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。

越
使
諸
發
執
一
枝
梅
遺
梁
王
、
梁
王
之
臣
曰
韓
子
、
顧
謂
左
右
曰：

「
惡

有
以
一
枝
梅
以
遺
列
國
之
君
者
乎
？
請
為
二
三
子
慚
之
。」
出
謂
諸
發

蛻 説

讚 劉

讚 劉

縉 拱

讚 劉

讚 劉

縉 拱
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曰：

「
大
王
有
命：

客
冠
則
以
禮
見
、
不
冠
則
否
。」
諸
發
曰：

「
彼
越

亦
天
子
之
封
也
。
不
得
冀

之
州
、
乃
處
海
垂
之
際
、
屏
外
蕃
以
為
居
。

而
蛟
龍
又
與
我
争
焉
、
是
以
剪
髮
文
身
、
爛
然
成
章
以
像
龍
子
者
、
將
避

水
神
也
。
今
大
國
其
命：

冠
則
見
以
禮
、
不
冠
則
否
。
假
令
大
國
之
使
、

時
過
敝
邑
、
敝
邑
之
君
亦
有
命
矣
。
曰：

『
客
必
翦
髮
文
身
、
然
後
見
之
。』

於
大
國
何
如
？
意
而
安
之
、
願
假
冠
以
見
。
意
如
不
安
、
願
無
變
國
俗
。」

梁
王
聞
之
、
披
衣
出
、
以
見
諸
發
、
令
逐
韓
子
。

そ
の
大
意
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
諸
發
と
い
う
越
の
使
者
は
梁
王
に
梅

一
枝
を
献
じ
よ
う
と
し
た
。
韓
子
と
い
う
梁
の
大
臣
は
怒
っ
て
報
復
を
企
て
た
。

諸
發
に
向
か
っ
て
「
冠
を
被
ら
ね
ば
、
王
に
会
え
な
い
」
と
困
ら
せ
た
。
諸
發

は
「
梁
の
使
者
は
越
に
遣
わ
さ
れ
、
翦
髮
文
身
せ
ね
ば
、
王
に
会
わ
せ
な
い
と

す
れ
ば
、
ど
う
思
う
」
と
反
論
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
梁
王
は
韓
子
を
追
い
出

し
、
諸
發
を
礼
遇
し
た
と
い
う
。

論
争
の
焦
点
は
明
ら
か
な
よ
う
に
髪
の
長
短
で
は
な
く
、
冠
の
有
無
に
絞
ら

れ
て
い
る
。
呉
の
太
伯
と
仲
雍
は
髪
を
短
く
切
っ
た
か
ら
「
王
庭
に
入
る
を
得

ず
」
で
は
な
く
、
冠
を
被
ら
ず
に

を
露
出
し
て
い
る
か
ら
、
王
位
の
継
承
者

と
し
て
「
用
う
べ
か
ら
ざ
る
を
示
す
」
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、﹇
宋
﹈

祖
謙
『
左
氏
傳
續
説
』
に
「
呉
髮
短
」
の
項
を
立
て

て
「
葢

之
俗
、
斷
髪
文
身
。（
葢
し

の
俗
に
し
て
、
断
髪
文
身
な
り
）」
と

見
え
る
。
断
髪
に
対
す
る
誤
解
は
宋
代
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
も
し

「
断
髪
」
と
「
被
髮
」
が
互
換
で
き
る
こ
と
、
ま
た
「
断
髪
」
と
「
露

」
の

関
連
お
よ
び
「
被
髮
」
と
「
屈

」
の
連
用
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

過
ち
を
犯
さ
ず
に
済
む
の
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に

「
断
髪
」
と
「
被
髮
」
は
、
冠
か
笄
を
加
え
て
い
な
い
状
態
、
つ
ま
り
髪
を

衣
冠
制
度
に
基
づ
い
て
整
え
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
男
子
に
し
て
は
露

の
状
態
、
女
子
に
し
て
は
屈

の
状
態
、
魏
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
い
ず
れ

も
児
童
の
惣
角
に
似
た
髪
形
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
男
子
の
断
髪
は
露

の
こ
と
で
あ
っ
て
髪
を
短
く
剃
る
こ
と
で

は
な
く
、
女
子
の
被
髮
も
屈

の
こ
と
で
あ
っ
て
髪
を
振
り
乱
す
様
態
で
は

な
い
。『
魏
志
・
倭
人
伝
』
の
選
者
で
あ
る
陳
寿
は
あ
く
ま
で
も
中
国
の
「
冠

笄
」
制
度
に
立
脚
し
、
つ
ま
り
「
華
夷
」
の
色
眼
鏡
を
か
け
て
三
世
紀
の
倭
人

風
俗
を
観
察
し
か
つ
評
価
し
、
そ
し
て

を
兩
耳
の
上
に
垂
し
た
男
子
を

「
断
髪
」
や
「
露

」、

を
後
ろ
に
束
ね
た
女
子
を
「
被
髮
」
や
「
屈

」

と
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ち
な
み
に
、
越
人
と
倭
人
と
が
共
有
す
る
「
断
髪
文
身
」
の
習
俗
は
「
龍
子
」

を
か
た
ど
っ
て
水
害
を
避
け
る
た
め
だ
が
、
仮
想
動
物
で
あ
る
龍
の
頭
部
を
想

像
す
れ
ば
、
丸
刈
り
の
姿
で
は
な
く
、

の
よ
う
な
角
を
突
き
出
す
形
な
の

で
あ
る
。
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